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お申込み時のお願い
●インクジェット対応の通常ハガキへの印刷や交換はできません。
●別紙お申込用紙にハッキリと楷書でご記入下さい。原稿不備に　
　よる印刷上の間違いについては責任を負いかねますのでご了承　
　下さい。
●パンフレットは見本につき、印刷の用紙の関係上お渡しする商品　
　と色調が多少ことなる場合があります。
●絵柄入り通常ハガキの場合、カラー印刷はできません。
●お申込後の変更や郵便番号のお調べはできません。
●宛名の書かれているハガキへの印刷はできません。
●出来あがったハガキは、お受け取り時に枚数などのご確認をお　
　願いします。お持ち帰り後については責任を負いかねますので　
　ご了承下さい。
●データでのお持ち込みができます。但し別途処理料金がかかり　
　ます。
●お預かりした個人情報は年賀ハガキ又は喪中ハガキの作成以外　
　には使用いたしません。
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以降10枚増すごとに 250円追加200円追加税込210円追加 税込275円追加

モノクロ喪中（1色）

■通常ハガキの代金は含まれておりません。

宛名印刷料金

カラー喪中枚数

印刷

印刷

毛筆手書

エクセルデータ支給

デ ー タ 入 力

原 稿 支 給

1枚につき

1枚につき

1枚につき

税込  60円
税込120円
税込100円

印刷料金表

全種類、絵柄デザイン（A～V）と文字（1～22）の組合せを入替えて作成することができます。

〒070-0039 旭川市9条通7丁目左2号
TEL.0166-26-0161 FAX.0166-25-1039

シンプルに大切なお知らせを伝えたい方にモノクロ喪中

お申込み方法
別紙お申込用紙に必要事項をご記入の上お申し込み下さい。ご記入いただくのは太枠内の部分でご住所・お名前の他
必要事項をご記入下さい。お選びいただくのは絵柄デザイン（A～V）、文章（1～22）を所定の欄にお書き下さい。

記入例：デザイン欄に「B」文章欄に「3」というように組合せをご記入下さい

大
切
な
喪
中
の
お
知
ら
せ
は

　
　  
　
想
い
を
込
め
て
お
早
め
に
…

お申込み承り中
FAX・E-mailでの
お申込みも承ります

2023

TEL:0166-26-0161FAX:0166-25-1039
E-mail:uehira-k@potato.hokkai.net

https://uehira-pr.jp
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喪中につき年頭のご挨拶を
ご遠慮申し上げます

〒000-0000
旭川市〇〇条〇丁目〇番〇号

令　和　一　郎
　　　　花　子
電話（0166）12-3456

新年のご挨拶を申し上げるべきところ

喪中につきご遠慮させていただきます

本年中に賜りましたご厚情を深謝致し

ますと共に明年も変わらぬご交誼のほ

どお願い申し上げます

令和５年12月
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ご遠慮申し上げます
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今までにない個性的な新しいタイプのシリーズです。 全種類、絵柄デザイン（A～V）と文字（1～22）の組合せを入替えて作成することができます。 

想いを込めて大切なお知らせを伝えたい方に… 全種類、絵柄デザイン（A～V）と文字（1～22）の組合せを入替えて作成することができます。 花柄カラー喪中
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